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・先進農業機械を見て触れて体感！
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・「第40回牛乳・乳製品利用料理コンクール」開催 �  08
・「第37回くらしと牛乳、牛さんありがとう」絵のコンクール
　 表彰式を開催 �  08

・花き生産者が小学校で出前授業 �  09
・「OBCラジオまつり ふれあい広場2022」で
　 果実、きのこなどを販売 �  09
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◆「第37回くらしと牛乳、牛さんありがとう」絵のコンクール金賞受賞作品

齊藤野乃さん  小川小学校（5年生）

小木曽寧久さん  古里小学校（5年生） 平林真哉さん  川中島小学校（6 年生）
西澤春希さん  須坂小学校（4 年生）

小林凛さん  東保育園（5歳）

夏目一本さん  高山小学校（2年生） 髙橋つむぎさん  日向幼稚園（4歳）

長野県知事賞

長野県教育委員会賞長野県教育委員会賞 長野県牛乳普及協会長賞

（一社）Ｊミルク会長賞

深瀨悠斗さん
長沼小学校

（11歳）

髙橋未咲希さん 
日向幼稚園

（4歳）

久保かぐらさん 
栗が丘小学校

（6学年）



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、長
野
県
内
は
大
き
な
災
害
も
な

く
、農
家
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
っ
て
無
事
収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。し
か
し
、日
常
に
目
を
向
け
る
と
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
情
勢

不
安
、大
幅
な
円
安
に
加
え
、世
界
的
な
人

口
増
加
に
伴
う
需
要
増
や
地
球
温
暖
化
が

原
因
の
干
ば
つ
、天
候
不
順
に
よ
る
穀
物

相
場
の
上
昇
の
ほ
か
、原
油
価
格
高
騰
に

よ
る
物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
、さ
ら
に
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
な
ど
に
よ
り
大

き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

は
、緊
急
事
態
宣
言
な
ど
の
行
動
制
限
は

な
か
っ
た
も
の
の
、労
働
力
確
保
や
農
畜

産
物
の
消
費
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え

続
け
ま
し
た
。

　

本
県
で
も
、十
一
月
下
旬
に
過
去
最
多

の
感
染
者
数
と
な
り
、未
だ
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ

て
進
め
て
い
る
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
お
い
て

は
、生
産
資
材
価
格
の
引
き
下
げ
や
輸
出

の
拡
大
、他
業
種
と
の
事
業
連
携
に
よ
る

販
売
拡
大
な
ど
、一
定
の
評
価
を
得
て
い

る
も
の
の
自
己
改
革
に
終
わ
り
は
な
く
、

不
断
の
改
革
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
国
際
貿
易
に
お
い
て
は
、昨
年
一

月
一
日
に
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連

携（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）が
発
効
さ
れ
、さ
ら
に
日

中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
も
継
続
さ
れ
る
な
ど
、

今
後
ま
す
ま
す
輸
入
農
畜
産
物
の
拡
大
に

よ
る
国
内
農
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。さ
ら
に
は
、政
府
主
導
に
よ
る
自
由
貿

易
交
渉
の
加
速
に
よ
り
農
業
者
の
不
安
が

増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、農
業
者
が
将
来

に
希
望
を
持
て
る
政
策
・
対
策
を
、政
府
・

与
党
に
は
引
き
続
き
強
く
訴
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　

長
野
県
本
部
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
県
本
部
総
合
経
営
管
理
制
の
堅
持

と
い
う
県
本
部
経
営
管
理
の
基
本
を
ふ
ま

え
、会
員
Ｊ
Ａ
と
の
一
体
的
な
事
業
運
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。生
産
販
売
か
ら

購
買
ま
で
一
貫
す
る
総
合
経
済
事
業
を
通

し
て
Ｊ
Ａ
組
合
員
の
営
農
と
生
活
の
向
上

に
貢
献
す
る
と
い
う
基
本
理
念
に
沿
い
、

運
営
委
員
会
会
長
と
し
て
、引
き
続
き
健

全
な
事
業
運
営
と
長
野
県
農
業
の
発
展
に

努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は「
２
０
２
２
～
２
０
２
４
Ｊ
Ａ

長
野
県
３
ヵ
年
計
画
重
点
事
項
」
に
連
動

し
た「
県
本
部
中
期
事
業
計
画（
２
０
２
２

～
２
０
２
４
年
度
）」の
二
年
目
と
な
り
ま

す
。本
計
画
は
、①
持
続
的
な
農
業
生
産
基

盤
づ
く
り
に
よ
る
農
業
生
産
量
の
維
持
拡

大
、②
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ

る
農
家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化
、③
Ｊ

Ａ
経
済
事
業
の
活
性
化
に
よ
る
活
気
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
を
基
本
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
昨
今
の
原
材
料
価
格
や
輸
送
コ
ス

ト
高
騰
へ
の
対
策
と
し
て
、農
産
物
販
売

価
格
向
上
と
生
産
経
費
圧
縮
に
向
け
た
取

り
組
み
を
、Ｊ
Ａ
お
よ
び
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
実
践
し
、農
業
所
得
向
上
に

向
け
た
機
能
発
揮
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本
計
画
の
確
実
な
実
践
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
組

合
員
へ
の
メ
リ
ッ
ト
還
元
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、急
速
に
進
展
す
る
デ
ジ
タ

ル
化
、持
続
可
能
な
社
会
へ
の
取
り
組
み

な
ど
、ま
さ
に
時
代
の
転
換
期
の
中
、Ａ
Ｉ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
な
ど
の
課
題
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は「
卯
年
」
で
す
。兎
に
は
跳
ね
る

特
徴
が
あ
る
た
め
、景
気
が
上
向
き
に
跳

ね
る
、回
復
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。先

行
き
不
透
明
な
状
況
が
好
転
し
、停
滞
し

て
い
る
経
済
が
飛
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、組
合
員
を
は
じ

め
地
域
の
皆
様
が
ご
健
勝
で
、災
害
の
な

い
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
野
県
本
部

運
営
委
員
会
会
長　

神
農　

佳
人

  
新
春
に
あ
た
っ
て�

～ 

令
和
五
年 

年
頭
メ
ッ
セ
ー
ジ 

～



A-Policy

重点事業方針

■�

段
ボ
ー
ル
の
材
質
の
見
直
し
お
よ
び
機

能
性
を
付
加
し
た
ア
イ
テ
ム
の
推
進

　

資
材
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
段
ボ
ー

ル
価
格
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
材
質
変
更

の
検
討
を
継
続
し
て
進
め
ま
し
た
。
全
農

独
自
原
紙
で
あ
る
「
A
K
1
8
0
ラ
イ

ナ
ー
」
と
同
等
の
強
度
を
保
ち
な
が
ら
軽

量
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
新
規
開
発
し

た
「
A
K
1
7
0
ラ
イ
ナ
ー
」
を
用
い
、
ぶ

な
し
め
じ
を
中
心
と
し
た
品
目
で
令
和
2

年
か
ら
輸
送
試
験
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、「
A
K
1
8
0
ラ
イ

ナ
ー
」
と
比
べ
大
き
な
差
異
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
令
和
4
年
12
月
1
日
よ
り
切

替
え
を
開
始
し
、
段
ボ
ー
ル
の
コ
ス
ト
抑
制

に
繋
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ク
サ
イ
な
ど
の
重
量
品
目
を
箱

詰
め
す
る
際
、
段
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ナ
ー
部
分

が
縦
に
裂
け
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
段
ボ
ー
ル
の
縦
割
れ
防
止
の
機
能
を

持
っ
た
「
ア
ー
チ
カ
ッ
ト
」
の
提
案
を
行
い
、

輸
送
試
験
を
実
施
し
た
結
果
、
段
ボ
ー
ル
の

縦
割
れ
の
抑
制
が
見
ら
れ
た
た
め
一
部
Ｊ

Ａ
へ
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

■�

き
の
こ
用
フ
ィ
ル
ム
に
適
し
た
鮮
度
保
持

フ
ィ
ル
ム
の
検
討

　

鮮
度
保
持
フ
ィ
ル
ム
「
e

－

G

	

r

	
e
	e	

n
」
が
新
規
開
発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
従
来

の
鮮
度
保
持
フ
ィ
ル
ム
と
比
較
検
討
し
、
機

能
性
の
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

従
来
の
鮮
度
保
持
フ
ィ
ル
ム
は
、
有
孔
に

よ
り
酸
素
や
二
酸
化
炭
素
、
水
蒸
気
等
の
通

気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
に
対
し
、「
e

－

G
r
e
e
n
」
は
フ
ィ
ル
ム
の
外
側
を
加

工
す
る
こ
と
に
よ
り
振
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発

生
し
内
容
物
の
水
分
に
作
用
す
る
こ
と
で
、

水
分
活
性
を
促
し
、
鮮
度
を
保
ち
ま
す
。

　

こ
れ
は
フ
ィ
ル
ム
の
特
殊
加
工
に
よ
り
、

食
品
中
に
含
ま
れ
る
水
分
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を

単
分
子
化
し
、
食
品
細
胞
内
の
水
分
が
活
性

度
の
高
い
水
と
な
り
、
解
離
水
や
マ
イ
ナ
ス

イ
オ
ン
の
発
生
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。
試

験
に
お
い
て
も
活
性
度
の
高
い
水
が
食
品
細

胞
内
に
取
り
込
ま
れ
、
鮮
度
を
保
つ
効
果
が

現
れ
ま
し
た
。

　

従
来
の
鮮
度
保
持
フ
ィ
ル
ム
と
比
較
し
、

袋
内
結
露
が
少
な
い
こ
と
や
包
装
し
た
き
の

こ
に
締
ま
り
が
あ
る
点
も
見
ら
れ
、
優
位
性

も
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、低
温（
10
℃
）

で
の
貯
蔵
試
験
に
お
い
て
も
、
傘
の
白
さ
の

持
続
性
が
見
ら
れ
、
従
来
の
鮮
度
保
持
フ
ィ

ル
ム
と
、
同
等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
貯
蔵

性
を
示
す
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
試
験
結
果
に
よ
り
、
鮮
度
保
持

フ
ィ
ル
ム
と
し
て
機
能
性
が
高
い
こ
と
が
示

さ
れ
た
た
め
、
今
後
導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

包装資材課

生
産
購
買
部 

包
装
資
材
課
の
取
組
み

AK170ライナーのトラック輸送試験

AK170ライナーの倉庫での積み上げ試験

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
包
装
資
材
課
は
、
段
ボ
ー
ル
の
材
質
の
見
直
し
に
よ
る
価
格
抑
制
お
よ
び
機

能
性
の
高
い
包
材
の
検
討
・
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
を
重
点
方
針
と
し
て
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

アーチカット

2
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2022年 各部の

トップニュース
【
生
産
振
興
部
】

1
ピ
ー
マ
ン
生
産
振
興
の
取
組
み

　
生
産
振
興
部
で
は
、
果
菜
類
振
興
の
１
ア

イ
テ
ム
と
し
て
ピ
ー
マ
ン
振
興
を
進
め
て
い

ま
す
。
徐
々
に
産
地
形
成
が
進
み
機
運
が
上

昇
す
る
な
か
、
売
り
場
確
保
に
向
け
た
収
量

性
・
商
品
性
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

各
種
技
術
開
発
と
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
今
年
度
は
「
施
設
化
に
よ
る
収
量
・

商
品
性
向
上
」「
顧
客
に
求
め
ら
れ
る
品
種

へ
の
移
行
」
を
目
的
と
し
、
各
種
実
証
及
び

現
地
試
験
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
資
材
高

騰
の
状
況
下
に
お
け
る
簡
易
雨
よ
け
ハ
ウ
ス

の
投
資
効
果
お
よ
び
有
望
品
種
に
お
い
て
一

定
の
成
果
も
出
て
い
る
た
め
、
次
年
度
以
降

は
面
的
に
拡
大
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
】

1
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
発
足

　
本
年
度
か
ら
「
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー

は
、
生
産
振
興
部
・
生
産
販
売
部
・
生
産
購

買
部
の
3
部
門
連
携
に
よ
り
Ｊ
Ａ
系
統
事
業

の
推
進
力
を
強
化
し
、
Ｊ
Ａ
と
共
に
農
業
生

産
基
盤
の
維
持
拡
大
・
信
州
農
畜
産
物
の
生

産
販
売
力
強
化
を
す
す
め
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
拡
大
を
目
指
し
、
Ｊ
Ａ

と
本
会
各
事
業
所
に
よ
る
推
進
チ
ー
ム
が
地

域
の
担
い
手
へ
訪
問
し
、企
画
提
案
や
課
題・

要
望
へ
の
解
決
策
を
提
案
し
ま
す
。

【
生
産
販
売
部
】

1�

長
野
県
青
果
物
・
花
き
取
引
会
議

　

３
年
ぶ
り
に
実
開
催

　
生
産
販
売
部
は
6
月
2
日
、
長
野
市
で
青

果
・
花
き
の
主
要
卸
売
会
社
13
社
の
代
表
を

招
き
、
総
勢
57
名
が
出
席
し
、「
令
和
4
年

度
長
野
県
青
果
物
・
花
き
取
引
会
議
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
運
営
委
員

会
の
伊
藤
茂
会
長
が
「
本
年
度
の
取
り
扱
い

目
標
1
，
5
8
6
億
円
の
達
成
の
た
め
、
強

い
系
統
結
集
に
よ
る
恒
久
的
な
産
地
づ
く
り

を
図
り
、
販
売
力
の
強
化
に
取
り
組
む
」
と

挨
拶
し
、
本
年
度
生
産
販
売
事
業
の
重
点
方

針
を
説
明
し
ま
し
た
。
代
表
卸
売
会
社
３
社

か
ら
は
「
卸
売
市
場
法
改
正
後
の
流
通
同
行

か
ら
み
た
産
地
対
応
」「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン

に
よ
る
産
地
振
興
」「
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
時

代
の
消
費
拡
大
対
策
と
産
地
対
応
」
に
つ
い

て
提
言
を
い
た
だ
き
、
本
年
度
の
安
定
販
売

に
向
け
た
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

圃場でのＪＡ関係者への説明

長野県青果物・花き取引会議
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2022年 各部のトップニュース

2�
大
田
市
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
「
ク
イ
ー

ン
ル
ー
ジ
ュ
R
」
グ
ラ
ン
ド
デ
ビ
ュ
ー

　
９
月
５
日
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
大
田

市
場
で
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
運
営
委
員
会
の
神

農
会
長
と
長
野
県
の
阿
部
知
事
に
よ
る
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
か
ら
本

格
出
荷
す
る
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
R
と
ナ
ガ

ノ
パ
ー
プ
ル
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を「
ぶ

ど
う
三
姉
妹
R
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
新
た
に

作
成
し
た
ロ
ゴ
と
擬
人
化
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
試
食
サ
ン
プ

ル
の
配
布
は
瞬
く
間
に
な
く
な
り
、
長
野
県

産
ブ
ド
ウ
へ
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

【
生
産
購
買
部
】

1
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
請
負
散
布
ス
タ
ー
ト
！

　
生
産
資
材
課
で
は
県
内
の
防
除
業
者
と
提

携
し
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
等
の
散
布
請

負
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
小
回
り
の
利
く

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
防
除
は
、
高
齢
化
や
農
業

従
事
者
の
減
少
の
他
、
病
害
虫
被
害
に
よ
る

品
質
低
下
、
更
に
山
間
部
で
は
Ｒ
Ｃ
ヘ
リ
が

飛
び
に
く
い
等
の
理
由
で
水
稲
を
中
心
に
期

待
さ
れ
需
要
が
増
え
て
い
ま
す
。ま
ず
は
稲・

麦
・
大
豆
の
液
剤
・
粒
剤
か
ら
開
始
し
、
今

後
は
肥
料
や
資
材
の
性
能
評
価
お
よ
び
農
薬

登
録
拡
大
に
伴
い
、
園
芸
作
物
へ
の
拡
大
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

2�「
Ｊ
Ａ
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
体
感
フ
ェ
ア
」

開
催

　
長
野
県
農
協
生
産
資
材
事
業
推
進
協
議
会

農
業
機
械
専
門
部
会
は
、
11
月
25
日
㈮
と
26

日
㈯
の
両
日
、
安
曇
野
市
の
安
曇
野
ス
イ
ス

村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
に
て
「
Ｊ
Ａ
ス
マ
ー
ト
農

業
機
械
体
感
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
誌
７
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
畜
産
酪
農
部
】

1�

鹿
児
島
県
で
「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

開
催

　
５
年
に
一
度
、
全
国
の
優
秀
な
和
牛
を
一

堂
に
集
め
、
改
良
の
成
果
や
優
秀
性
を
競
う

「
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
が
鹿
児

島
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
優
秀
な
成
績
の

和
牛
は
全
国
的
に
ブ
ラ
ン
ド
価
値
が
高
ま
る

た
め
、
参
加
道
府
県
の
威
信
を
か
け
た
大
会

で
す
。

　
出
品
し
た
本
県
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
全

国
の
優
秀
な
種
牛
や
生
産
者
か
ら
刺
激
を
受

け
、
次
回
に
向
け
て
取
り
組
も
う
と
し
て
い

ま
す
。
長
野
県
の
畜
産
振
興
の
た
め
に
も
、

ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
多
い
と
感
じ
た

大
会
で
し
た
。
次
回
2
0
2
7
年
の
会
場
は

北
海
道
で
す
。
県
代
表
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

トップセールス

全国和牛能力共進会 長野県出品の結果� （敬称略）

出　品　区 生産者名（JA名）　 名号 受賞内容 出品頭数

種牛の部

第２区（若雌の1）
（14～17カ月齢未満）

古原　敬久（長野八ヶ岳） こはる 優等賞17席 33頭

第3区（若雌の2）
（17～20カ月齢未満）

古原　敬久（長野八ヶ岳） きらゆき 1等賞1席 32頭

肉牛の部
第8区（去勢肥育牛）
（24カ月齢未満の

去勢肥育牛）

(有)小田切牧場（信州うえだ） 愛之助 優等賞13席 58頭

枝重511.6kg、格付A5、BMS12、落札価格10,060円／kg

吉川　俊男（みなみ信州） 宗6 1等賞 58頭

枝重541.2kg、格付A5、BMS12、落札価格10,050円／kg

特別区 高校・農業大学校 下伊那農業高等学校 れいん 優等賞23席 24頭
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2�
乳
牛
の
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
「
長
野
県
ブ

ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
」
開
催

　
長
野
県
の
代
表
的
な
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
を

展
示
し
て
、
そ
の
改
良
水
準
を
比
較
検
討
し
、

今
後
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
改
良
と
生
産
者

同
士
の
交
流
を
は
か
る
「
第
48
回
長
野
県
ブ

ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
」
を
小
諸
市
家

畜
市
場
で
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
25
頭
の
体
形
バ
ラ
ン
ス
な
ど

が
審
査
さ
れ
、
各
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
3

年
ぶ
り
の
開
催
は
、
酪
農
情
勢
が
厳
し
い
中
、

出
品
者
同
士
の
有
意
義
な
情
報
交
換
の
場
に

も
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
同
志
会
の
仲
間

づ
く
り
と
乳
牛
の
改
良
を
一
層
進
め
て
参
り

ま
す
。

3�

飲
用
・
発
酵
乳
向
け
乳
価
の
期
中
改
定
に

つ
い
て

　
県
内
酪
農
家
か
ら
出
荷
さ
れ
る
飲
用
・
発

酵
乳
向
け
乳
価
が
2
0
2
2
年
11
月
1
日
出

荷
分
よ
り
期
中
改
定
さ
れ
、
飲
用
・
発
酵
乳

向
け
乳
価
が
1
㎏
10
円
値
上
げ
と
な
り
ま
し

た
。
広
域
指
定
団
体
で
あ
る
東
海
酪
連
が
5

月
末
よ
り
大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
と
交
渉
を
進

め
、
7
月
に
乳
価
改
定
に
合
意
し
ま
し
た
。

配
合
飼
料
や
輸
入
乾
牧
草
な
ど
生
産
資
材
価

格
の
高
騰
に
よ
り
困
窮
す
る
生
産
現
場
の
現

状
を
受
け
て
2
0
1
3
年
10
月
以
来
の
期
中

で
の
改
定
で
す
。

　
今
後
は
学
校
給
食
用
牛
乳
向
け
乳
価
の
改

定
に
つ
い
て
、
県
行
政
や
県
教
育
委
員
会
に

酪
農
の
窮
状
を
訴
え
て
理
解
を
求
め
、

2
0
2
3
年
4
月
か
ら
の
価
格
改
定
を
要
請

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
生
産
コ
ス
ト
に
見

合
っ
た
乳
価
設
定
に
向
け
、
関
係
団
体
と
協

議
し
て
い
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
牛
乳
・
乳

製
品
を
飲
む
、
食
べ
る
こ
と
で
県
内
酪
農
家

を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
生
活
部
】

1
「
Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
」
の
開
設

　
燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
で
は
お
客

様
の
利
便
性
・
満
足
度
の
向
上
を
目
的
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
Ｊ
Ａ
う
ち
エ

ネ
ポ
ー
タ
ル
」
を
2
0
2
2
年
5
月
に
開
設

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
で
は
ご
家
庭
で

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
配
達
燃
料
油
・
Ｊ
Ａ
で
ん
き

の
ご
利
用
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
や
各
種

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
を
発
信
し
て
お
り
、
現

在
は
新
規
登
録
い
た
だ
く
と
抽
選
で
1
0
0

名
様
に
Q
U
O
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
中
で
す
。
今
後
は
5
，

0
0
0
件
の
登
録
数
獲
得
を
目
標
に
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

2�

カ
ー
メ
ン
テ
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た

「
キ
ー
パ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
取
組
み

　
協
同
経
営
Ｓ
Ｓ
で
は
、
カ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
収
益
ア
ッ
プ
と
顧
客
満
足
度
向
上
を
目
指

し
、「
キ
ー
パ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
2
年
10
月「
キ
ー
パ
ー
技
術
コ
ン

ブラック＆ホワイトショウ

5



テ
ス
ト
」
が
、
３
年
ぶ
り
に

愛
知
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
約
3
，
3
0
0
人
が
出

場
す
る
中
、
協
同
経
営
Ｓ
Ｓ

か
ら
は
長
野
県
予
選
に
３
名

が
参
加
し
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
志

賀
高
原
Ｓ
Ｓ
の
青
木
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
、
長
野
県
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
輝
き
、
全
日
本

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦
に
出

場
し
ま
し
た
。
全
日
本
決
定

戦
は
各
県
予
選
を
通
過
し
た

51
名
で
競
わ
れ
、
結
果
は
準

決
勝
敗
退
で
し
た
が
、「
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
今
後
も
仲
間
と
共
に

精
進
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

協
同
経
営
Ｓ
Ｓ
で
は
、

キ
ー
パ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
施
工
Ｓ
Ｓ
が
17
Ｓ

Ｓ
、
技
術
取
得
ス
タ
ッ
フ
は
、
現
在
40
名
在

籍
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
お
客
様
の
愛
車
の
た
め
に
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
日
々
技
術
を
磨
い
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

3�「
ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬
」
の
事
業
譲
渡

　

～
農
村
の
健
康
維
持
の
一
端
を
担
っ
た

　
　
「
農
協
の
薬
屋
」
の
永
い
歴
史
を
引
き
継
ぎ
～

　
生
活
事
業
で
は
「
ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬
」
事

業
を
2
0
2
2
年
3
月
31
日
に
終
了
し
、
同

年
4
月
1
日
に
協
同
薬
品
工
業
㈱
へ
譲
渡
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
業
務
委
託
先
の
長

野
県
ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬
協
議
会
は
3
月
31
日

に
解
散
。
行
政
へ
の
届
出
に
よ
り
、
10
月
末

に
清
算
を
結
了
し
ま
し
た
。

　
長
野
県
で
は
、
昭
和
９
年
に
全
戸
常
置
運

動
が
開
始
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
を
経
て
昭
和

26
年
に
長
野
県
経
済
連
が
配
置
方
式
で
再
開

し
ま
し
た
。
昭
和
40
年
に
は
長
野
県
ク
ミ
ア

イ
家
庭
薬
協
議
会
を
設
立
し
、
業
務
委
託
す

る
こ
と
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

配
置
戸
数
は
1
5
2
，
8
5
7
戸（
配
置
率

75
％
）、
年
間
回
収
金
額
1
，
2
0
9
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
譲
渡
時
に
は
配

置
戸
数
７
０
，
6
3
5
戸（
配
置
率
52
％
）、

年
間
回
収
金
額
は
3
1
1
百
万
円
で
し
た
。

　
近
年
は
全
国
各
県
に
お
い
て
、
協
同
薬
品

工
業
㈱
に
よ
る
直
販
方
式
ま
た
は
業
務
委
託

方
式
へ
の
移
行
が
順
次
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
2
0
2
1
年
3
月
に
全
て
の
県
が
直

販
方
式
へ
移
行
す
る
こ
と
が
決
定
し
事
業
譲

渡
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
協

同
薬
品
工
業
㈱
が
県
下
各
Ｊ
Ａ
と
の
契
約
に

基
づ
き
直
販
方
式
で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
ミ
ア
イ
配
置
家
庭
薬
は
、
永
い
歴
史
の

な
か
で
「
農
協
の
薬
屋
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、

農
村
に
お
け
る
健
康
維
持
の
一
端
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
事
業
方
式
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
「
農
協
の
薬
屋
」
と
し
て
、
組
合
員

お
よ
び
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

前列中央：県 1 位　青木達也さん【協同経営（ＪＡながの）志賀高原ＳＳ】
前列左端：県 4 位　竹内成美さん【協同経営（ＪＡ大北）アルペンロード神城ＳＳ】

競技直前の青木達也さん

2022年 各部のトップニュース
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長
野
県
農
協
生
産
資
材
事
業
推
進
協
議
会

農
業
機
械
専
門
部
会
は
、
11
月
25
日
㈮
と
26

日
㈯
の
両
日
、
安
曇
野
市
の
安
曇
野
ス
イ
ス

村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
「
Ｊ
Ａ
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
体
感
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
農
業
経
営
に
お
け
る
規
模
拡
大
や
、

高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
な
ど
へ
の
対
策

と
し
た
作
業
効
率
化
・
省
力
化
が
期
待
さ
れ

る
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

当
フ
ェ
ア
に
て
導
入
を
提
案
し
、
あ
わ
せ
て

系
統
農
機
事
業
・
生
産
資
材
事
業
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
農
業
機
械
9
社
、
肥
料
5
社
、

農
薬
7
社
、
農
業
資
材
3
社
、
生
活
1
社
、

生
産
振
興
1
社
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か

ら
の
出
展
も
含
め
、
計
28
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、

各
社
商
品
説
明
や
商
談
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
展
示
会
場

　

屋
外
ブ
ー
ス
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
・
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
・
ラ
ジ
コ
ン
草
刈

機
・
バ
ッ
テ
リ
ー
式
機
械
な
ど
、
約
80
台
の

先
進
農
業
機
械
を
展
示
。
屋
内
ブ
ー
ス
で
は

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
な
ど
作
業
負
担
軽
減
に
役

立
つ
商
品
の
紹
介
や
、
担
い
手
向
け
の
大
規

格
肥
料
・
農
薬
・
農
業
資
材
・
営
農
支
援
シ

ス
テ
ム
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
「
全
国
生
産
者
1
万
人
の
声
×
Ｊ
Ａ
」
に

よ
り
開
発
さ
れ
た
33
馬
力
中
型
共
同
購
入
ト

ラ
ク
タ
ー
の
展
示
に
は
多
く
の
来
場
者
が
足

を
止
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
取
り
機
能

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ロ
ボ
ッ

ト
農
機
具
の
損
害
共
済
や
農
機
具
ロ
ー
ン
な

ど
の
紹
介
、
安
曇
野
警
察
署
の
協
力
に
よ
る

農
作
業
安
全
の
啓
発
も
行
い
ま
し
た
。

■
実
演

　

ロ
ボ
ッ
ト
農
業
機
械
・
直
進
ア
シ
ス
ト
ト

ラ
ク
タ
ー
・
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
付
農
業
機

械
は
、
屋
外
会
場
の
一
角
で
実
演
を
行
い
ま

し
た
。
実
演
に
集
ま
っ
た
来
場
者
は
、
無
人

自
動
走
行
の
快
適
性
や
安
全
性
を
興
味
深
く

確
認
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
の

飛
行
実
演
は
、
特
に
若
い
担
い
手
生
産
者
が

多
く
集
ま
り
、
実
演
を
確
認
し
て
か
ら
、
後

日
の
商
談
予
約
を
希
望
さ
れ
た
方
が
複
数
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。	

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
ス
マ
ー
ト
農
業
関
連

機
械
の
紹
介
説
明
ほ
か
、
省
力
化
に
関
す
る

資
材
の
提
案
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

会
場
内
で
の
成
約
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

商
談
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
該
当
Ｊ

Ａ
へ
繋
ぎ
、
今
後
の
事
業
推
進
に
よ
り
実
績

の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
、
人
数
制
限
な

ど
を
講
じ
た
う
え
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
が
、2
日
間
で
5
4
7
名（
目
標
6
0
0

名
）
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
初
の
試
み
と
し
て
開
催
を
し
ま
し
た
が
、

来
場
者
や
メ
ー
カ
ー
担
当
者
か
ら
は
「
じ
っ

く
り
商
談
が
で
き
た
」「
目
的
が
明
確
で
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
2

日
間
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
有
意
義
な
体
感
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

先
進
農
業
機
械
を
見
て
触
れ
て
体
感
！

「
Ｊ
Ａ
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
体
感
フ
ェ
ア
」
開
催

屋内の展示

屋外の展示

自動操舵システム付農業機械の実演
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11
月
12
日
㈯
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
、

長
野
県
牛
乳
普
及
協
会
主
催
の
「
第
37

回
く
ら
し
と
牛
乳
、
牛
さ
ん
あ
り
が
と

う
」
絵
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
開
催

し
、
金
賞
10
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
園
児
・
児
童
の
牛
乳

利
用
普
及
拡
大
及
び
酪
農
理
解
醸
成
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
総
数
1
，
2
0
2
点
の
中
か
ら
、

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、金
賞
10
名（
＝

表
紙
）、
銀
賞
10
名
、
銅
賞
10
名
、
佳

作
9
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
絵
は
、
牛
乳

を
美
味
し
そ
う
に
飲
ま
れ
る
姿
や
、
力

強
い
牛
が
描
か
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い

作
品
で
し
た
。

　

金
賞
と
銀
賞
の
作
品
は
11
月
に
Ｊ
Ａ

長
野
県
ビ
ル
と
長
野
県
庁
で
展
示
し
、

訪
問
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

長
野
県
牛
乳
普
及
協
会
（
事
務
局
／
Ｊ
Ａ
全

農
長
野
畜
産
酪
農
課
）
は
10
月
26
日
㈬
、
Ｊ
Ａ

長
野
県
ビ
ル
で
「
第
40
回
牛
乳
・
乳
製
品
利
用

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
書
類
審
査
会
を
開
催
し
、

入
賞
者
9
名
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
一
般
消
費
者
、
学
生
を
対
象
に
日
常
の
食

生
活
の
中
に
牛
乳
お
よ
び
乳
製
品
を
よ
り
活
用

し
て
も
ら
う
動
機
付
け
と
定
着
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
総
数
は
1
5
8
点
と
な
り
、
特
に
高
等

学
校
や
調
理
製
菓
専
門
学
校
か
ら
多
数
の
応
募

を
い
た
だ
き
、
牛
乳
や
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

な
ど
乳
製
品
を
活
用
し
た
多
彩
な
ア
イ
デ
ア
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、

最
優
秀
賞
（
長
野
県
知
事
賞
）
に
は
、
佐
々
木

妙
子
さ
ん
（
会
社
員
）
の
「
ミ
ル
ク
ご
飯
d
e

チ
ー
ズ
キ
ン
パ
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。
牛
乳
で

炊
い
た
甘
め
の
お
い
し
い
ご
飯
を
利
用
し
、

チ
ー
ズ
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
し
て
韓
国
の
海
苔
巻

き
で
あ
る
キ
ン
パ
を
お
い
し
く
ア
レ
ン
ジ
し
た

作
品
で
し
た
。
詳
し
い
レ
シ
ピ
は
本
誌
10
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

入
賞
作
品
は
、
ど
れ
も
牛
乳
・
乳
製
品
を
メ

イ
ン
に
活
用
し
た
デ
ザ
ー
ト
や
、
わ
さ
び
や
ソ

バ
な
ど
信
州
由
来
の
食
品
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え

た
作
品
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は

後
日
、
全
農
長
野
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

　

畜
産
酪
農
課

は
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
と
お

し
て
、
牛
乳
・

乳
製
品
の
普
及

に
努
め
、
今
後

も
後
援
を
い
た

だ
い
た
関
係
団

体
と
と
も
に

「
安
全
・
安
心

の
信
州
産
牛

乳
」
の
消
費
拡

大
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

「
第
40
回
牛
乳
・
乳
製
品
利
用

   
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催

前列左から 深瀨悠斗さん、小林 凛さん、小木曽寧久さん、夏目一本さん、
齊藤野乃さん、髙橋つむぎさん、髙橋未咲希さん、久保かぐらさん、
西澤春希さん（平林真哉さんは欠席）

第40回牛乳・乳製品利用料理コンクール入賞者 （敬称略）
褒賞 氏名 職業・学校 料理名

最優秀賞 長野県知事賞 佐々木　妙子 会社員 ミルクご飯deチーズキンパ
優秀賞 長野県乳業協会長賞 竹村　理輝 長野工業高校 野沢菜のソルガムガレット
優良賞

全農長野県本部長賞
塩川　デニズ 自営業 そば粉のミルクルミおやつ

優良賞 押野　美優 松本第一高校 わさびとクルミのバスクチーズケーキ
優良賞

長野県
牛乳普及協会長賞

宮崎　晃成 長野工業高校 信州サーモンを使った生春巻き
優良賞 佐藤　愛実 長野調理製菓専門学校 ミルクピザ
優良賞 井口　由佳子 長野県立大学 パリパリそうめんケーキ乳製品たっぷり使用！
優良賞 草場　日和 長野県立大学 ペロッとお豆腐スコーンサンド
優良賞 木原　喜美子 農業 大根牛乳漬け

「
第
37
回
く
ら
し
と
牛
乳
、牛
さ
ん

   

あ
り
が
と
う
」
絵
の
コ
ン
ク
ー
ル

   

表
彰
式
を
開
催

第37回「くらしと牛乳、牛さんありがとう」絵のコンクール金賞入賞者�（敬称略）

賞 学校・園名 学年・年齢 氏名

長野県
知事賞

小川小学校 （上水内郡小川村） 5年生 齊藤 野乃

高山小学校 （上高井郡高山村） 2年生 夏目 一本

日向幼稚園 （上田市） 4歳 髙橋 つむぎ

長野県
教育委員会

賞

古里小学校 （長野市） 5年生 小木曽 寧久

川中島小学校（長野市） 6年生 平林 真哉

東保育園 （小諸市） 5歳 小林 凛
（一社）
Jミルク
会長賞

日向幼稚園 （上田市） 4歳 髙橋 未咲希

栗ガ丘小学校（上高井郡小布施町） 6年生 久保 かぐら

長野県牛乳
普及協会長賞

須坂小学校 （須坂市） 4年生 西澤 春希

長沼小学校 （長野市） 5年生 深瀨 悠斗
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
大
阪
販
売
事
務
所
は
、

信
州
果
実
推
進
協
議
会
青
年
部
会
と
の

活
動
と
し
て
、
11
月
23
日
㈬
・
㈷
に
大

阪
城
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｏ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ

オ
ま
つ
り 

ふ
れ
あ
い
広
場
2
0
2
2
」

に
出
展
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
3
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
呼
び
込
み
な
ど

の
声
掛
け
や
試
食
が
制
限
さ
れ
る
中
で

し
た
が
、
サ
ン
ふ
じ
、
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル

ド
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
き
の
こ

セ
ッ
ト
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
加
工
品
の
販

売
と
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
ふ
じ
は
玉
売
り
に
加
え
て
3
㎏

の
規
格
外

オ
ー
プ
ン
箱

の
販
売
や
、

10
㎏
入
箱
の

宅
配
に
も
対

応
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
は

初
め
て
シ
ャ

イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
を
販

売
し
、
き
の

こ
セ
ッ
ト
は

6
点
入
り
を

2
0
0
袋
限

定
で
販
売
し

ま
し
た
。
ま

た
、
北
信
の

3
Ｊ
Ａ
か
ら

も
販
売
応
援

に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
き
、

今
年
の
出
来
具
合
や
生
産
者
の
苦
労
な

ど
を
来
場
者
に
伝
え
な
が
ら
販
売
し
、

販
促
と
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
時
折
強
く
降
る
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
開
場
前
か
ら
多

く
の
お
客
様
が
並
び
、
悪
天
候
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
賑
わ
い
「
開
催
を
ず
っ
と

待
っ
て
た
よ
」「
ま
た
長
野
県
の
リ
ン

ゴ
を
買
え
て
う
れ
し
い
」
と
、
う
れ
し

い
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
阪
販
売
事
務
所
は
今
後
も
、
長
野

県
産
青
果
物
の
消
費
拡
大
と
認
知
度
向

上
に
向
け
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

「
O
B
C
ラ
ジ
オ
ま
つ
り 

ふ
れ
あ
い
広
場

2
0
2
2
」で
果
実
、き
の
こ
な
ど
を
販
売

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
果
実
花
き
課
で
は
、
長
野
県

花
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、

花
育
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
同
協

議
会
で
実
施
し
た
公
募
に
よ
り
、
公
立
の
小
中

学
校
36
校
を
選
定
し
、
4
，
5
2
6
名
に
向
け

て
花
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
㈫
に
は
、
中
野
市
立
中
野
小
学
校

6
年
1
組
34
名
を
対
象
に
、
花
き
生
産
者
に
よ

る
出
前
授
業
を
試
験
的
に
行
い
ま
し
た
。
出
前

授
業
は
、
実
際
に
生
産
者
の
話
を
聞
き
、
花
に

触
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
県
内
産
の
花
き
や
花

農
家
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
全
農
長
野
花
き
専
門

委
員
会
花
き
青
年
部
の
江
原
宏
晃
部
長
（
Ｊ
Ａ

中
野
市
）
が
、
写

真
な
ど
を
使
い
な

が
ら
、
花
農
家
の

楽
し
さ
や
大
変
さ

に
つ
い
て
お
話
し

さ
れ
、
そ
の
後
は

Ｊ
Ａ
中
野
市
産
の

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

と
ユ
ー
カ
リ
を

使
っ
た
花
束
作
り

に
挑
戦
。「
個
性
を
大

事
に
し
て
ほ
し
い
」
と

教
え
ら
れ
た
子
供
た
ち

は
、
花
々
を
よ
く
観
察

し
な
が
ら
、
思
い
思
い

の
花
束
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
と
っ
て
も
綺
麗
な

お
花
」「
上
手
に
出
来
た
か
ら
お
家
で
も
飾
り

た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
満
足
気
な
表
情

が
印
象
的
で
し
た
。
実
際
に
花
に
触
れ
、
体
験

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
地
元
の
花
や
花
農
家

に
親
近
感
を
持
っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
花
育
事
業
を
県
内
で
実
施
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
花
の
生
産
を
し

た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
出
前
授
業
は
1
校
で
の
実

施
と
な
り
、
他
の
学
校
で
は
、
県
内
産
花
き
と

テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
、
感
想
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

し
て
も
ら
う
方
法
で
花
育
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
も
、
さ
ら
な
る
長
野
県
産
花
き
の
認
知
向
上

と
家
庭
消
費
の
拡
大
、
担
い
手
の
創
出
に
向
け

て
、
取
り
組
み
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

花
き
生
産
者
が
小
学
校
で
出
前
授
業

～
花
束
作
り
で
個
性
を
表
現
～
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
５
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨

年
は
、
原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
物
流
コ
ス

ト
上
昇
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
進
攻
に
よ
る

情
勢
不
安
、
さ
ら
に
は
大
幅
な
円
安
な
ど
、

１
年
間
に
渡
っ
て
生
活
環
境
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。

　

ま
た
個
人
的
に
は
、
健
康
面
で
色
々

あ
っ
た
年
で
し
た
。
春
先
の
尿
管
結
石
の

激
痛
に
始
ま
り
、
両
足
の
肉
離
れ
、
更
に

は
高
血
圧
と
大
幅
な
体
重
増
加
に
よ
る
数

値
の
悪
化
等
、
散
々
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
迎
え
た
令
和
５
年
。
ま
だ

ま
だ
先
の
見
通
せ
な
い
日
々
が
続
き
そ
う

で
す
が
、
新
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
、
一

つ
一
つ
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
突
き
進

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
一
年
が
読
者
の
皆
様
に

と
っ
て
、
健
康
で
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る

こ
と
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
本
年
も

本
誌
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�

（
T
）

令和4年度11月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

区分
部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 17 - -
野 菜 種 苗 セ ン タ ー 122 91 88 
生 産 振 興 部 計 140 104 100 
米 穀 10,470 87 91 
果 実 花 き 39,175 102 111 
野 菜 き の こ 59,093 85 97 
営 業 10,907 84 99 
生 産 販 売 部 計 119,646 90 101 
包 装 資 材 5,960 96 108 
生 産 資 材 7,582 130 121 
農 業 機 械 4,273 92 98 
施 設 住 宅 4,775 109 173 
生 産 購 買 部 計 22,590 107 119 
畜 産 酪 農 20,478 100 97 
三 岳 牧 場 178 104 110 
SPF 繁 殖 セ ン タ ー 200 98 99 
八 ヶ 岳 牧 場 137 77 82 
畜 産 酪 農 部 計 20,993 100 97 
燃料・ホームエネルギー 17,241 103 104 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 4,989 106 107 
生 活 5,977 102 99 
生 活 部 計 28,207 104 103 
長 野 県 本 部 計 191,569 95 103 

（内部販売高含む）

1月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

1/13（金）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

畜産酪農課

＊12/28番組変更に伴う振替放送

1/25（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

燃料・
ホームエネルギー課

編 

集 

後 

記

■作り方
①ミルクご飯の準備
・浸水させたお米の水気を切り、そこに牛乳を入れ炊飯器で炊く。
②具の準備
　【チーズ】・１つを縦3等分に切る。
　【卵焼き】・�材料全部を混ぜ合わせ、2等分し、卵焼きを２つ焼く。

それぞれを縦3等分に切り、そのうち1つは半分に切る。
　【焼肉】・豚肩ロースに焼き肉のたれを揉みこみ、フライパンで焼く。
　【にんじんナムル】・�にんじんを千切りにし、ごま油、塩、コショウ

を入れ揉みこむ。
③炊きあがったご飯にごま油、塩、白ごまを混ぜ合わせる。
④�すだれの上に海苔を置き、③を1/4のせて広げる。ご飯の上に青
じそ、チーズ、卵焼き、焼肉、にんじんをのせて巻く。同じよう
にあと3本作り、お好みの厚さに切り分ける。

■材料（４人分）
・【ミルクご飯】
・牛乳� 400ml
・お米（一晩浸水させたもの）� 2合分
・塩� 4g
・ごま油� 大さじ1
・白ごま� 大さじ1.5
【具】『卵焼き』
・卵� 4個
・めんつゆ� 大さじ1
・砂糖� 大さじ1
・油� 適量

『焼肉』
・豚肩ロース薄切り� 150g
・焼き肉のタレ� 適量
『にんじんナムル』
・にんじん� 1本
・ごま油� 大さじ1
・塩� 小さじ1/2
・コショウ� 適量
・チーズ(一口チーズ)� 6個
・青じそ� 12枚
・海苔� 4枚

＊�ポイントはお米をしっかり浸水させておくことです。
　牛乳でご飯を炊くと少しパラっとした食感になり、
　甘めの美味しいご飯が炊きあがります。

第40回牛乳・乳製品利用料理コンクール
最優秀賞・長野県知事賞受賞レシピ

受賞者／佐々木　妙子さん

ミルクご飯deチーズキンパ

グリーンレーダーのツイッターを始めました
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実施団体

㈱長野県A・コープ／JA全農長野生活課／JAまごころ宅配／長野県農協直販㈱

てべ
食
を
産
州
信

気
元
に
！

てべ
食
を
産
州
信

募
応

う
よ
し

！ てべ
食
を
産
州
信

気
元
に
！

てべ
食
を
産
州
信

募
応

う
よ
し

！

キャンペーンキャンペーンキャンペーンキャンペーン
令和4年12月1日㈭ 令和5年1月31日㈫

様
名

計
合

に当たる！

抽選で

150

を買って当てよう！お肉 たまご 牛乳・乳製品
信州産の美味しい

生産者への
応援メッセージ
または信州産商品の
感想を添えて
ご応募ください！

JA全農長野／JA長野県グループ（農政対策会議）／JA長野県・信州ポーク生産販売協議会
JA長野県・信州肉牛生産販売協議会／JA長野県養鶏部会協議会／長野県生乳生産販売委員会／長野県牛乳普及協会

抽選でプレゼント!抽選でプレゼント!

A賞
25名様

B賞
25名様

C賞
40名様

D賞
55名様

協賛団体

特別賞
5名様

｜信州産畜産酪農品セット｜｜信州産畜産酪農品セット｜

信州発えのきヨーグルト・
はちみつドリンクヨーグルトセット

モモ・バラ焼き肉用
信州アルプス牛

肩ロースしゃぶしゃぶ用
信州SPF豚

（1,000円分）
JAまごころ商品券

信州プレミアム牛肉信州プレミアム牛肉

ステーキセットステーキセット
キャンペーン対象商品

※応募された「個人情報」は、本キャンペーンの商品の発送のみに使用いたします。

店頭に備え付け応募チラシの応募記入欄に、郵便番号、住所、お名前、電
話番号、年齢、職業、希望プレゼント商品を明記の上、この用紙で封筒を
作成し、信州産の豚肉・牛肉・たまご・牛乳・乳製品・肉加工品を5点以上
購入したことがわかるレシートを1口として同封し、84円切手を貼って郵
送してください。（レシートは複数枚になっても結構です。）

応募方法

当選発表 当選者には、商品の発送をもって、発表とかえさせていただきます。

● 信州ポーク　● 信州Aポーク
● 信州プレミアム牛肉　● 信州和牛　● 信州アルプス牛
● 信州がおいしい農協牛乳
● 農協牛乳プレーンヨーグルト
● 信州産生乳100％ヨーグルト
● 信州産生乳はちみつヨーグルト
● あづみ野プレーンヨーグルト砂糖不使用
● あづみ野プレーンヨーグルト加糖

● デザートJヨーグルト
● 信州発えのきヨーグルト
● はちみつヨーグルト
● はちみつドリンクヨーグルト
● 信州産いちごドリンクヨーグルト

● 信州のたまご
● 恵
● カミーちゃんたまご

● 菜の花みゆき卵
● 信州黄金たまご

● 信州産豚肉使用ロングウィンナー（あらびき、ピリ辛、レモン＆パセリ）
● 信州産やわらか味付けホルモン（塩味、みそ味、キムチ味）
● 農協あらびきポークウインナー
● 国産豚肉ソーセージ（プレーン、はちみつ、ガーリック）

肉加工品
（商品名）

たまご
（商品名）

牛乳・乳製品
（商品名）

牛肉
豚肉

※プレゼント賞品は情勢等により写真と異なる
　場合がございます。あらかじめご了承ください。合計150名《特別賞5名、A賞25名、B賞25名、C賞40名、D賞55名》

JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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